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山村は災害を
どう乗り越えてきたか
山梨県早川町の古文書・民俗・景観を読み解く

白水智  （中央学院大学教授）編集責任　中央大学山村研究会 編
2月中旬 取次搬入

・豊富な森林資源や石材が産出される自然環
境を背景に、戦国時代から治水技術が集積、
継承、展開。村を越えた治水技術のネットワー
クがあった。
・治水技術を知悉した知識と経験を背景に、
幕藩領主に対し、あえて支配者としてノーと
言えないような巧みな要請や粘り強い交渉を
行った。
・幕藩領主との駆け引きにより土木工事を実
施させ、災害を稼ぎ口の創出へと転換していた。
・雑穀や山林資源を活用した幅広い食糧の選
択肢、農業以外の多種多様な生業による飢
饉への耐性の強さがあった。
・他地域の災害にも広く関心を持ち、情報を
得ようとしていた。山村は決して情報や文化
が閉ざされた空間ではなかった。
・名主は、教養を武器に他領の武士たちと豊
かな文化的交流を行っていた。
・一方で、激しい伐採が土砂崩れなどの災害
を招いた可能性もあり。「人欲」により自然へ
災害リスクを生み出しかねない影響を与えて
いた。
・襲い来る自然災害を感覚としてどのように受
け止め、どのように凌いでいくか、その捉え
方には都市的な心性とは異なったものが現在
も受け継がれている。

◆現山梨県早川町をフィールドとして、主に江戸時代の当
地の人々が暴風雨・日照り・地震などさまざまな災害と
いかに向き合ってきたかを跡づける。

◆地元に残る古文書など歴史史料の調査・整理と丹念な
読み解き、聞き取り調査や景観観察、それらを踏まえた
現地での講演会や古文書講読会など、地域に密着した
活動を三〇年にわたり続けてきた研究会の成果。

◆文理融合・学際的な視野に立ち、災害といういわば非日
常の危機を切り口に、山村の姿をさまざまな側面から検
証する。

脆弱で貧窮に見えがちな山村は、
実はしたたかで大きな活力を持った
地域であった
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山村は災害をどう乗り越えてきたか

本書で明らかになった近世山村の姿の一部

しろうず さとし……著書に『知られざる日本―山村の語る歴史世界』『古文
書はいかに歴史を描くのか―フィールドワークがつなぐ過去と未来』（いず
れもNHKブックス）など。


